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安定させる根幹であるとする主張，それを複数の記事において，複数の登場人物を通して
語らせること，それは『書紀』の編者が意図的に行なったことであった，と考えるのである。
　最後に疑問を一つ挙げなければならないであろう。一体いかなる考え方に基づいて，神
と仏という出自のまったく異なる存在を同一人物が祀ることを，それで善しとするのか。
仏教崇拝と神祇祭祀は，いかなる論理に基づいてその両立や共存が是認されるのか。こう
した疑問が当然出て来るであろう。しかし，『書紀』にはこの疑問に答える記述は見あた
らない7）。両立や共存を支える考え方はまだ形成されていなかったのだろうか，あるいは
それを『書紀』が書き落としてしまったのだろうか。今後の検討課題である。
おわりに
　「はじめに」において述べたとおりである。『日本書紀』に史実を読むというのが従来，
多くの方々が試みて来た読み方である。それに対して本稿が試みたのは『書紀』に編者を
読むという読み方である。筆者はこれまでにもそうした読み方を試みて来た。こうした読
み方を続けることによって，『日本書紀』の編者や彼らの時代の思潮を明かにしたいと考
えるからである。それにつけても，本稿に対する大方の御批正を乞いたいと思う。
 （2011 年 10 月 4 日稿／ 10 月 26 日補訂）
注
１） 以下の『日本書紀』の引用などはすべて新編日本古典文学全集 2～4『日本書紀』1～3，
小島憲之氏他校注 ･ 訳，小学館，1994 年 4 月，10 月，1998 年 6 月刊による）。
２） 石田一良氏「建邦之神」同氏著『カミと日本文化－神道論序説－』ぺりかん社，1983
年 10 月刊，47 頁。
３） 岸俊男氏「天皇と出家」同氏編『まつりごとの展開』中公文庫，日本の古代 7，中央
公論社，1996 年 4 月刊，483 頁。
４） 拙稿「『日本書紀』顕宗天皇二年八月己未朔条覚書」清心語文 4 号，ノートルダム清
心女子大学日本語日本文学会，2002 年 8 月刊。
５） 佐藤正英氏「日本書紀における仏教伝来説話をめぐって」（日本思想史学 20 号，日本
思想史学会，1988 年 9 月刊，所収）がすでにそうした指摘をおこなっている。また拙
稿「『日本書紀』崇峻天皇即位前紀覚書」（玉懸博之氏編『日本思想史－その普遍と
特殊－』ぺりかん社，1997 年 7 月刊，所収）では佐藤氏の所論を継承している。
６） 拙稿「『日本書紀』大化元年七月戊寅条，己卯条，庚辰条覚書－『日本書紀』におけ
る仏教と神祇信仰の共存をめぐる一試論－」（日本文芸研究会編『伝統と変容－日本
の文芸 ･ 言語 ･ 思想－』ぺりかん社，2000 年 6 月刊，所収）を参照されたい。
７） 注５）の拙稿「『日本書紀』崇峻天皇即位前紀覚書」を参照されたい。
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